
教育プログラムの概要及び採択理由 
 

機 関 名 一橋大学 申請分野（系） 人社系 

教育プログラムの名称 ディベート教育による新時代のリーダー育成 

主たる研究科・専攻名 法学研究科法学・国際関係専攻 

（他の大学と共同申請する場

合の大学名、研究科専攻名）  

取 組 実 施 担 当 者 （代表者） 盛 誠吾 

［教育プログラムの概要］ 

「ディベート教育による新時代のリーダー育成」プログラムは、本研究科の法学・国際関係専攻

（修士課程及び博士後期課程）の学生に対して「討論」及び「交渉」に係る高度の技能・能力を修

得させることにより、本研究科におけるこれまでの大学院教育の実質化に向けた取組をさらに発展

・充実させることを目的としている。 
本研究科の法学・国際関係専攻では、従来から大学院教育の実質化を進めており、修士及び博士

の学位取得プロセスを整備している。これにより、本研究科においては、毎年、多数の学位取得者

を出している。また、本研究科では、21世紀ＣＯＥプロジェクト「ヨーロッパの革新的研究拠点」

において、博士後期課程在学者及び博士の学位取得者をＣＯＥフェローとして採用し、同プロジェ

クトの各種の研究企画に積極的に参加させているほか、在学者をＴＡ・ＲＡとして採用し（毎年20
名程度）、博士の学位取得者を本研究科の講師（ジュニア・フェロー）として採用する（毎年4名程

度）等の施策により、それぞれの研究の深化を促すとともに、ジュニア・フェローに法学部１年次

生向けのゼミナールを担当させて教育の現場での経験を積ませることとしている。さらに、本研究

科においては、「『魅力ある大学院教育』イニシアティブ」に採択された「日欧交信型法学研究者

養成プログラム」を平成17年度に導入している。同プログラムでは、博士後期課程在学者を対象と

して、主としてヨーロッパ諸国における法学の研究成果を精確に「受信」するとともに、外国語（特

に英語）によって自らの研究成果を的確に「発信」するための高度な能力の修得を目的として、英

語による授業を新設するとともに、博士後期課程在学者及び教員に対して積極的に海外研修を行わ

せる等の施策を実行してきた。 
「ディベート教育による新時代のリーダー育成」プログラムは、これら本研究科の従来の取組の

成果を踏まえ、修士課程及び博士後期課程在学者ならびに学位取得者の能力・資質をさらに引き上

げて、世界に通用する法学及び国際関係論の研究者と、それらの分野における高度に専門的な職業

人を養成することを目指すものである。 
本研究科の法学・国際関係専攻は、研究者となることを希望する者のほか、高度な専門的知識を

有する専門家・実務家となることを希望する者も積極的に受け入れているが、これからの研究者及

び高度に専門的な職業人にとっては、それぞれの専門分野における自らの研究成果を踏まえて、「発

信」を行うとともに、的確な「討論」及び「交渉」を行うことが必要となる。本プログラムでは、

これまでの本研究科における高水準の教育研究体制を維持・充実させるとともに、修士課程及び博

士後期課程の学生に対して積極的に海外研修を行わせることにより学生の研究能力の向上に努める

ほか、個々の学生の研究成果を前提に、「討論」及び「交渉」に関する授業を３科目新設して、討

論等に係る能力の修得・向上を図ることとしている。新設する３科目のうちの１科目は、英語によ

るディベート科目とし、英語が用いられる国際的な研究大会等においても議論をリードし、あるい

は高度に専門的な職業分野において相手方を説得する能力を有する研究者及び高度専門的職業人の

養成を行う。 
また、本研究科は、「アジア研究教育拠点事業」として採択された「東アジアにおける法の継受

と創造－東アジア共通法の基盤形成に向けて」プロジェクトを平成19年度より実施している。同プ

ロジェクトとの相乗効果を持たせるため、本プログラムでは、従来のヨーロッパ及び米国志向の発

想を発展的に拡大して、東アジア諸国の法学等の研究成果に対しても目を向けることとし、ヨーロ

ッパ諸国に加えて中国・韓国等の東アジア諸国とも積極的に双方向的な交流を行うことにより、「受

信」・「発信」・「討論」・「交渉」等において高度な能力を有する研究者及び高度専門的職業人

の養成を行う。 
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 履修プロセスの概念図（履修指導及び研究指導のプロセスについて全体像と特徴がわかるように図示してください。）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力ある大学院イニシアティブ

「日欧交信型研究者養成プログラム」

（平成１７年度採択）

大学院教育改革支援プログラム

「ディベート教育による

新時代のリーダー育成」

学位取得プログラム ディベート教育 国際交流

２１世紀ＣＯＥ
プログラム

「ヨーロッパの革新

的研究拠点：衝
突と和解」

アジア研究教育
拠点事業

「東アジアにおける
法の継受と創造 ―
東アジア共通法の
基盤形成に向けて」

連携 連携

連携 継続 発展

【修士課程】
１年次終了時・研究計画報告
→２年次７月頃・論文中間報告
→２年次11月頃・論文最終報

告
→２年次１月頃・論文提出

【博士後期課程】
１年次終了時・研究計画報告
→２年次終了時・論文中間報告
→３年次10月頃・論文最終報

告
→３年次１月以降・学位論文提

出

【英語スキル科目】（継続）
Legal Research and Writing
Oral Communication Skills
Teaching Law and Legal 

Culture
↓

【ディベート科目】（新設）
ディベートＡ
ディベートＢ
ディベート（英語）

欧米諸国
提携大学

中国人民大学
韓国釜山大学

海外派遣
国際シンポジウム
セミナー、ワーク・ショッ
プ等参加

①国際シンポジウム開催
②英語スキル科目新設
③学生海外派遣・シンポジ

ウム等参加
④学位取得プログラム
⑤英語による研究報告

教 育 事 業
拠点校
連携

各分野における新時代のリーダー

研究
教育
指導

実践
教育
指導
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＜採択理由＞ 

 

「討論」及び「交渉」に係る高度の技能・能力、すなわちディベート、コミュニケーション技能

・能力を修得させることによって、新時代のリーダーを育成するという本プログラムの目的はユニ

ークであり、現在、遂行中の21世紀ＣＯＥ、「魅力ある大学院教育」イニシアティブ等のプログラ

ムと継続性をもち、その進展・実現可能性は十分期待できる。 

ただし、他の助成事業との一体性は利点であるものの、その差異化が十分でなく、この点にも配

慮してプログラムを構成する必要がある。 

 


